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   平成 27 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 

  目的  

 本資料は，平成 27 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに

児童の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年及び

他の学年の児童への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができるよう作成

したものです。 

  特徴  

 

「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

 「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，

解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記

述しています。 

 

全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

 本調査は，第５学年までの内容を出題しています。対象学年である第６学年だけではなく，

全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考となります。 

 各設問の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していますので，

学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に，活用することができます。 

 

調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 

 調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る

際に役立てることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・

充実を図る際のポイントなどを示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

 本調査では，一人一人の児童の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件などに

即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 

 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）に着目して，学

習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

 「学習指導に当たって」では，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例などの該

当ページも記載しています。 

 学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 

※過去の報告書・授業アイディア例などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることが

できます。（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

  本資料の活用に当たって  

Ⅰ 小学校国語科の調査問題作成に当たって 

調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 

Ⅱ 調査問題一覧表 

  問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域・内容，評価の観点，問題形式を

一覧表にまとめています。 
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Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，学習指導に当たって等） 

調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容等），

学習指導に当たって等を記述しています。（設問によっては，記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型＞  一人一人の児童の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定する条件など

に即して解答を分類，整理するためのものです。正答例，誤答例を示すとともに，必要

に応じて「正答について」，「誤答について」の解説を加えていますので，自校での採

点を行う際や，一人一人の児童の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目し

た学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 

＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 

              類型０      ･･･「無解答」（解答の記入のないもの） 

 

 

 

３．学習指導に当たって 
 学習指導の改善・充実を図る際の参考にしてください。また，調査問題に関係する領域・内容につい

て，各学年での日々の学習指導に際しても活用することができます。 
 なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該当ページを

記載していますので，これらの資料も併せて活用すると，より効果的です。 

＊２ 日々の学習指導に生かすために 

 

 

調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも

あります。 

 ２．解説 

趣旨 
 設問ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の児童
への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指
導要領における領域・内容を示して
います。 

■評価の観点 
 設問に関係する評価の観点を示し
ています。 

解答類型（下欄の＊１を参照） 
   一人一人の児童の解答状況を把

握することができるように，設問に
おける解答類型を示しています。 

＊１ 一人一人の児童の解答状況を把握するために 

 

 

 

 

１．出題の趣旨 
 調査問題ごとに出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについて
記述しています。 

  「学習指導要領に示されている言語
活動例との関連」については，関連が
ある場合に記述しています。 
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Ⅳ 解答用紙（正答（例）） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

Ⅴ 点字問題（抜粋） 

点字問題の一部を，当該設問の解答類型とともに掲載しています。 

Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 

拡大文字問題の一部を，当該設問の通常問題及び作成に当たって配慮した点とともに掲載
しています。 

 
※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 

資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 

「４年間のまとめ【○学校編】」
 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
 授業アイディア例 ○学校 ○○」 

「平成○年度【○学校】
 

 授業アイディア例」
 

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」 

※図はイメージです。

 ４．出典等 

  著作物からの出題の場合に，出

典及び著作権者等について示して

います。 

  また，問題作成に当たって参考

としたものについても示していま

す。 

 
■正答について 

正答についての解説も適宜記述
しています。 

（参考） 
   過去の関連する問題，解説資料，

報告書，授業アイディア例等を記
載しています。 

 
３．学習指導に当たって 

（前ページ下欄の＊２を参照）

学習指導の改善・充実を図る際

のポイントを記述しています。 
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小学校国語科の調査問題作成に当たって

１. 調査問題作成の基本理念

小学校国語科の調査問題は，「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（以

下，報告書という。）（平成18年４月 全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会

議）の問題作成の基本理念に基づいて作成する。

出題範囲・内容については，次の二つの枠組みとする。

主として「知識」に関する問題 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に

（以下，「知識」の問題という。） 影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠であ

り常に活用できるようになっていることが望まし

い知識・技能など

主として「活用」に関する問題 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力

（以下，「活用」の問題という。） や，様々な課題解決のための構想を立て実践し評

価・改善する力などに関わる内容など

この二つの枠組みからも明らかなように，「実生活」に立脚する学力が含まれている。これ

は，学校で学習してきた知識・技能等が，児童生徒を取り巻く様々な生活場面において，活用

できるようにすることが求められているからである。

児童生徒にとっての「実生活」は，各教科等の学習に加え，家庭生活や地域での生活を含め

たものである。国語の側面から考えると，読書などに親しむ生活（読書生活），音声や文字で

表現する生活（表現生活）などの言語生活を視野に入れて問題を作成する。

なお，報告書では，調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して，土台となる基盤的な事

項を具体的に示すとともに，教員の指導改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役

立つことを求めていることにも配慮して問題を作成する。

２. 問題作成の枠組み

(1) 領域等と評価の観点

出題の範囲として，「知識」の問題並びに「活用」の問題のいずれも，小学校学習指導要

領（平成20年告示）国語の目標及び内容に基づき，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書く

こと」，「Ｃ 読むこと」の各領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に

示された指導事項をバランスよく出題する。

調査時期が第６学年の４月であるので，第５学年の終了段階において習得すべき指導内容

が出題の範囲となる。

なお，各問題で問う能力に関わる児童の学習状況の評価については，「国語への関心・意

欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言語についての知識・理解・

技能」の五つの観点に基づく。

(2) 「知識」の問題の枠組み

「知識」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を焦点化して出題す

る。調査時間は，20分である。

(3) 「活用」の問題の枠組み

「活用」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を，小学校学習指導

要領解説国語編に示す言語活動例などを遂行する中で活用できるかどうかをみる。そのため，

「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」の各領域及び〔伝統的な

言語文化と国語の特質に関する事項〕に示された指導事項を複合させて出題する場合がある。

調査時間は，40分である。

(4) 問題形式

問題形式は，選択式，短答式，記述式の３種類とする。記述式の問題では，知識・技能等

を生かし，相手や目的，意図，場面や状況などに応じて言語を操作したり運用したりする能

力をみる。「Ｂ 書くこと」の問題に加え，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｃ 読むこと」
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の問題においても記述式を採用する。

各領域における記述式の出題に関する基本的な考え方を次に示す。

■「Ａ 話すこと・聞くこと」における記述

「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じ，事柄が明

確に伝わるように話す順序や構成を工夫し，適切な言葉遣いで話す能力を高めるととも

に，話の中心や話し手の意図を捉えながら聞き，質問をしたり，感想や意見を述べたり

する能力などを高めることが求められる。

「Ａ 話すこと・聞くこと」の記述式の問題では，スピーチ原稿などのように話す事

柄を分かりやすく整理したり，インタビュー記録などのように聞いた事柄やそれらに対

する感想，意見などを区別したり，また話合いの中で自分の考えなどをまとめたりして

書くような内容を出題する。

■「Ｂ 書くこと」における記述

「Ｂ 書くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じて，調べたことや考え

たことなどについて全体の構成を整えたり，下書きをよりよく推敲したりして書く能力

を高めることなどが求められる。その際，礼状や依頼状，意見文，紹介文，記録文，報

告文などの様々な文章の種類や形態の特徴を踏まえた上で，書くことの一連のプロセス

に即して書くことが重要である。

「Ｂ 書くこと」の記述式の問題では，書くことの一連のプロセスの各段階で必要と

される能力を抽出し，前述した様々な文章の種類や形態の特徴に応じて調べたことや考

えたことなどを適切に書くような内容を出題する。

■「Ｃ 読むこと」における記述

「Ｃ 読むこと」の指導においては，目的に応じ，本や文章の内容を的確に押さえて

要旨を捉えたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえて自分の考えを明確にしなが

ら読んだりする能力を高めることが求められる。

「Ｃ 読むこと」の記述式の問題では，目的に応じて本や文章を読み，その内容や構

成などについて理解したこと，要旨や書き手の意図について解釈したことなどを書くよ

うな内容を出題する。また，これまでの読書経験，体験などと関係付けながら，感想や

評価などを書くような内容も出題する。

なお，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」のそれぞれの記述

式の問題には，具体的な評価の観点を明確にする上で，必要に応じて解答の条件を付す。

◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ付き問題の作成について

本調査では，視覚障害のある児童に配慮した点字問題，拡大文字問題，日本語指導が必

要な児童に配慮したルビ付き問題を作成している。

点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っている。

拡大文字問題では，対象となる児童の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や図版

等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，レイ

アウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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話
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関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
1

漢字を読む
(友人を家に招く)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

一
2

漢字を読む
(自分の信念をつらぬく)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

一
3

漢字を読む
(全員がすぐに承知した)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

二
1

漢字を書く
(シャワーをあびる)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

二
2

漢字を書く
(鳥のすを観察する)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

二
3

漢字を書く
(びょういんに行く)

５・６
(1)ウ
(ア)

〇 〇

一 文の主語として適切なものを選択する 文の中における主語を捉える
１・２
(1)イ
(カ)

〇 〇

二 文の型として適切なものを選択する
文を構成する主語と述語との照応関
係を捉える

３・４
(1)イ
(キ)

〇 〇

聞き方の説明として適切なものを選択す
る

話の内容に対する聞き方を工夫する
５・６

エ
○ 〇

説明の文章の書き方の工夫として適切な
ものを選択する

具体的な事例を挙げて説明する文章
を書く

３・４
ウ

○ 〇

一
コラムの中で筆者の読書体験が書いてあ
るまとまりを選択する

５・６
ウ

〇 ○

二
コラムの中で筆者が引用している言葉を
書き抜く

５・６
ウ

○ ○

登場人物の関係についての説明として適
切なものを選択する

登場人物の相互関係を捉える
５・６

エ
○ ○

応募のきまりを守っていないものを選択
する

作品募集の案内の中から，必要な情
報を読み取る

５・６
イ

３・４
(1)イ
(オ)

○ ○ 〇

合計 1 1 4 9 ０ １ １ ４ 9 7 7 ０

評価の観点 問題形式

調査問題一覧表　 【小学校国語】

A　 主として 「知識」 に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域等

学年別漢字配当表に示されている漢
字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢
字を正しく書く

新聞のコラムを読んで，表現の工夫
を捉える

１

2

3

4

７

5

6
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
新聞の割り付けとして適切なものを選択
する

目的や意図に応じ，新聞の割り付け
をする

５・６
イ

○ ○

二
見出しの表現の工夫についての説明とし
て適切なものを選択する

目的や意図に応じ，記事に見出しを
付ける

５・６
ウ

○ 〇

三
【中田とよさんへのインタビューの様
子】の内容をまとめて書く

目的や意図に応じ，取材した内容を
整理しながら記事を書く

５・６
ウ

〇 〇 〇

一
ア

　　　に入る言葉の意味として適切な内
容を書き抜く

３・４
イ

〇 〇

一
イ

　　　に入る言葉として適切な内容を書
き抜く

３・４
イ

○ ○

二 【文章】の要旨をまとめて書く
目的に応じ，文章の内容を的確に押
さえながら要旨を捉える

５・６
ウ

５・６
ウ

○ ○ 〇 ○

三
楽器の分担の決め方について，【楽器の
分担図】を基にして書く

文章と図とを関係付けて，自分の考
えを書く

５・６
エ

５・６
ウ

○ ○ 〇 ○

一
〈絵３〉の場面が始まるまとまりとして
適切なものを選択する

登場人物の行動を基にして，場面の
移り変わりを捉える

３・４
ウ

〇 ○

二
声に出して読むときの工夫とその理由を
書く

登場人物の気持ちの変化を想像しな
がら音読する

５・６
ウ

３・４
ア

〇 〇 〇 〇

合計 0 6 6 0 4 ０ 6 6 0 3 ２ ４

問題形式学習指導要領の領域等

目的に応じ，中心となる語や文を捉
える

調査問題一覧表　 【小学校国語】

Ｂ　 主として 「活用」 に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

評価の観点

１

３

２

ア

イ
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Ⅲ　
調
査
問
題
の
解
説（
出
題
の
趣
旨
、解
説
、解
答
類
型
、学
習
指
導
に
当
た
っ
て
等
）　

Ａ　

主
と
し
て「
知
識
」に
関
す
る
問
題
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国語Ａ１ 漢字を読んだり書いたりする

１．出題の趣旨

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかど

うかをみる。

漢字を正しく読み，正しく書く力は，文や文章を理解したり表現したりするために必要な知

識や技能であり，漢字を含む語彙の拡充を図る上でも重要である。また，国語科の学習のみな

らず，各教科等の学習の基礎となる力であり，日常生活に欠かせない知識や技能である。

本問では，既習の漢字の定着状況を把握するために，第２学年（「知」），第３学年（「病」，

「院」），第４学年（「信」，「念」，「浴」，「巣」），第５学年（「招」，「承」）の配当漢字を取り上

げた。ここでは，文の意味を理解した上で，漢字を正しく読んだり書いたりすることが求めら

れる。

なお，設問一３と設問二３は，過去の調査と同一の問題である。〔参照：（参考）〕

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1 ) ウ 文字に関する事項

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年

までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配

当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当さ

れている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
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■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ 「まね（く）」と解答しているもの ◎

１ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「しんねん」と解答しているもの ◎

２ ２ 「信」を「しん」と解答しているが，「念」を「ねん」と解答していないもの

３ 「信」を「しん」と解答していないが，「念」を「ねん」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「しょうち」と解答しているもの ◎

３ ２ 「承」を「しょう」と解答しているが，「知」を「ち」と解答していないもの

３ 「承」を「しょう」と解答していないが，「知」を「ち」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「浴（びる）」と解答しているもの ◎

１ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「巣」と解答しているもの ◎

２ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「病院」と解答しているもの ◎

３ ２ 「びょう」を「病」と解答しているが，「いん」を「院」と解答していないもの

３ 「びょう」を「病」と解答していないが，「いん」を「院」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

（参考）

○同一の問題

問題番号 今年度 対応設問 正答率 解説資料 報告書

Ｈ20Ａ１一(2) しょうち（設問１一３） 89.2％ P.14～ P.15 P.143～ P.145

Ｈ21Ａ１二(1) 病院（設問１二３） 76.3％ P.14～ P.15 P.169～ P.171
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３．学習指導に当たって

(1) 当該学年までに配当されている漢字を習得する

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすること，それらを文や

文章の中で適切に使うことができるように指導することが重要である。そのためには，新出

漢字を一画一画丁寧に書いて覚えたり，既習の漢字を意図的に復習したりすることができる

ように計画的に指導することが大切である。また，漢字のもつ意味を考えながら正しく使っ

たり，同音異義語に注意して使ったりするように指導することも大切である。

(2) 国語辞典や漢字辞典の利用を習慣付ける

漢字を習得し語彙を広げるためには，国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べる習慣

を付けることが重要である。そのためには，辞書の利用について学習する第３学年から意図

的・計画的に指導する必要がある。辞書を日常的に活用するために，必要なときにはいつで

も辞書が手元にあり，使えるような言語環境をつくっておくことが大切である。また，国語

科の学習のみならず，各教科等の調べ学習や日常生活の中でも積極的に辞書を利用し，語句

を拡充し，漢字を正しく読んだり書いたりすることができるように指導することが重要である。
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国語Ａ２ 文の構成を理解する

１．出題の趣旨

文の構成について理解することができるかどうかをみる。

文の構成について理解するために，主語と述語との照応関係を捉えることは重要である。

本問は，平成25年度【小学校】国語Ａ３一（正答率36.9％）において，「文が句点によって

区切られることの理解」に課題が見られたことを踏まえて出題した。ここでは，主語と述語との

照応関係を捉えた上で，文がどのように組み立てられているのかを理解することが求められる。

２．解説

設問一

趣旨

文の中における主語を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年及び第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

( 1 ) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｶ) 文の中における主語と述語との関係に注意すること。
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■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １にイ，２にウと解答しているもの ◎

１ ２ １にイ，２にアまたはイと解答しているもの

２ ３ １にア，２にアと解答しているもの

４ １にエ，２にエと解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

１の文は，「何が（は）～どうした」という構成である。「何が」に当たる言葉を主

語と捉える必要があり，選択肢イ「雨が」が正答である。選択肢ア「降っていた」，ウ

「急に」は他の言葉を修飾している言葉であり，選択肢エ「やんだ」は述語である。

２の文は，「何は（が）～何だ」という構成である。「何は」に当たる言葉を主語と

捉える必要があり，選択肢ウ「誕生日は」が正答である。選択肢ア「ぼくの」，イ「妹

の」は他の言葉を修飾している言葉であり，選択肢エ「五月二日だ」は述語である。

（参考）

○関連する問題

・平成25年度【小学校】国語Ａ３一（正答率36.9％）

（参照）「平成25年度【小学校】解説資料」P.20～ P.24

「平成25年度【小学校】報告書」P.30～ P.35

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.７～ P.８

設問二

趣旨

文を構成する主語と述語との照応関係を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

( 1 ) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｷ) 修飾と被修飾との関係など，文の構成について初歩的な理解をもつこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

-18-



解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １にイ，２にウ，３にアと解答しているもの ◎

１ ２ １にイ，２にウと解答しているが，３にアと解答していないもの

２ ３ １にイ，３にアと解答しているが，２にウと解答していないもの

３ ４ ２にウ，３にアと解答しているが，１にイと解答していないもの

５ １にイと解答しているが，２にウ，３にアと解答していないもの

６ ２にウと解答しているが，１にイ，３にアと解答していないもの

７ ３にアと解答しているが，１にイ，２にウと解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

１の文の述語「書いた」は動詞であり，「どうした」に当たるので，選択肢イが正答

である。

２の文の述語「すばらしい」は形容詞であり，「どんなだ」に当たるので，選択肢ウ

が正答である。

３の文の述語「富士山だ」は「名詞＋だ」であり，「何だ」に当たるので，選択肢ア

が正答である。

３．学習指導に当たって

○ 文の中における主語と述語との関係に注意する

主語と述語は，文の骨格を成し，明瞭な文を書く上で最も基礎となるものである。主語と

述語との照応関係が大切であるということについて，文や文章を理解したり表現したりする

ときに強く意識できるように指導することが必要である。

具体的には，例文の中から主語と述語とを区別して取り出す活動が考えられる。主語は，

「何は（が）」「誰は（が）」などという言葉があてはまること，述語は，動き（「どうした」）

や様子（「どんなだ」），性質（「何だ」）を表す言葉であることなどを理解できるように指導

する。その際，例えば，区別したことが視覚的に捉えやすいカードやワークシートを活用し

たり，グループやペアで理由を添えて説明し合う場を設けたりすることで理解が深まるもの

と考えられる。
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国語Ａ３ 聞き方を工夫する

１．出題の趣旨

話の内容に対する聞き方を工夫することができるかどうかをみる。

相手の話を聞く際，話し手の意図を明確にしたり，自分の考えと比べたりするなど，聞き方

を工夫することは重要である。

本問では，代表委員会に出された提案を聞く場面を設定した。ここでは，聞き手がどのよう

に聞き方を工夫しているかを捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。

■評価の観点

話す・聞く能力
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ Ａ １ Ａに３，Ｂに１，Ｃに５と解答しているもの ◎

Ｂ ２ Ａに３，Ｂに１と解答しているが，Ｃに５と解答していないもの

Ｃ ３ Ａに３，Ｃに５と解答しているが，Ｂに１と解答していないもの

４ Ｂに１，Ｃに５と解答しているが，Ａに３と解答していないもの

５ Ａに３と解答しているが，Ｂに１，Ｃに５と解答していないもの

６ Ｂに１と解答しているが，Ａに３，Ｃに５と解答していないもの

７ Ｃに５と解答しているが，Ａに３，Ｂに１と解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

Ａは，提案の理由に着目する聞き方である。これに該当するのは，選択肢３である。提

案がどのような問題に基づくものなのかを考えながら聞いていることを捉える必要がある。

Ｂは，提案の内容と自分たちの様子とを重ね合わせる聞き方である。これに該当する

のは，選択肢１である。提案の具体的な内容の一つ一つと六年生の様子とを関係付けな

がら聞いていることを捉える必要がある。

Ｃは，提案の効果や妥当性を判断する聞き方である。これに該当するのは，選択肢５

である。提案が目的の達成につながるであろうことについて，理由を挙げながら評価し

ていることを捉える必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

話し手の話の内容を聞きながら書いた質問

Ｈ24Ａ２ について，その狙いを適切に説明したもの 65.5％ P.14～ P.16 P.124～ P.126

を選択する

Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも

48.8％ P.36～ P.41 P.50～ P.55
のをそれぞれ選択する

Ｈ26Ｂ１二
林さん➎の質問の狙いとして適切なものを

60.3％ P.36～ P.42 P.48～ P.57
選択する

（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.１

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～ P.10

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.９～ P.10
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３．学習指導に当たって

○ 目的や意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめる

相手の話を聞く際は，自分や自分たちに伝えたいことは何か，共に考えたいことは何かな

ど，相手の話の目的や意図を捉えながら内容を十分に聞き取ることができるように指導する

ことが重要である。また，聞き取った内容について，自分の考えと比べて共通点や相違点に

分類したり，関連して考えたことなどを整理したりすることによって，相手の目的や意図を

捉えつつ，自分の考えをまとめることができるように指導することが大切である。

具体的には，必要に応じて，メモを取りながら整理して聞いたり，取ったメモの内容を整

理して相互関係を考えたりするような指導が考えられる。その際，例えば，次のような点に

留意することが大切である。

〈メモの内容〉

・話のテーマ，テーマを設定した理由

・話し手の立場や結論

・結論に結び付く理由や事例

・話の内容に対する自分の考え（質問や感想，意見）

〈メモの分量〉

・短くまとめること（箇条書きやキーワードなどの単語のみを書くなど）

・図や表などを効果的に用いること

メモを取ったり活用したりすることは，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常

生活においても行われることである。その際にもこれらの点を意識するように促すことが必

要である。
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国語Ａ４ 説明する文章を書く

１．出題の趣旨

具体的な事例を挙げて説明する文章を書くことができるかどうかをみる。

説明的な文章では，説明する内容を分かりやすく伝えるために，書こうとすることの中心を

明確にし，目的や必要に応じて理由や具体的な事例を挙げて記述することが重要である。

本問では，和食の「一汁三菜」のよさについて説明する文章を書く場面を設定した。ここで

は，「一汁三菜」という献立が一度にいろいろな栄養素をとることができるというよさを分か

りやすく伝えるために，具体的な事例を挙げて書いていることを理解することが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書

くこと。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。

■評価の観点

書く能力
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【説明の文章の一部】において，書き手である島田さんが書こうとすることの中心は，

「一汁三菜」という献立が一度にいろいろな栄養素をとることができるというよさであ

る。そのよさについて，【説明の文章の一部】の第一段落で，「一度にいろいろな栄養

素をとることができ」ると書いている。その上で，第二段落において，よさを分かりや

すく伝えるために，島田さんの家の昨夜の献立を例に挙げながら，栄養素の名前を具体

的に示していることを捉える必要がある。これらの書き方を説明したのは，選択肢３で

ある。

３．学習指導に当たって

○ 具体的な事例を挙げて，分かりやすく説明する

伝えたいことを相手に分かりやすく説明するためには，伝えたいことの中心を明確にし，

その内容に合った具体的な事例を挙げて書くことが効果的であることを理解できるように指

導することが重要である。具体的な事例としては，例えば，伝えたいことに結び付く自分の

経験や学習した事柄などが考えられる。それらを説明する際は，「例えば～」「例を挙げると

～」「～などがそれに当たる。」「～を例に挙げて説明する。」などの表現を例示して，分か

りやすい説明の仕方を指導することも大切である。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.41～ P.42
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国語Ａ５ 新聞のコラムを読む

１．出題の趣旨

新聞のコラムを読んで，表現の工夫を捉えることができるかどうかをみる。

本や文章を読む際，書き手が述べている内容や要旨，構成や記述の仕方などを捉え，それら

に対する自分の考えを明確にもつことは重要である。

本問では，新聞のコラムを読む場面を設定した。ここでは，筆者の意図や思考を想定しなが

ら文章全体の構成や表現の工夫を捉えることが求められる。

設問二については，平成25年度【小学校】国語Ｂ２二（正答率26.5％）において，「目的や

意図に応じ，必要な内容を適切に引用したり複数の内容を関係付けたりしながら，自分の考え

を書くこと」，また，平成26年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率28.4％）において，「相手の

発言を引用して質問や意見を述べること」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

なお，これまでメディアとして新聞を取り上げ，報道記事や投書を出題したが，コラム

を取り上げたのは今回が初めてである。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意

見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 編集の仕方や記事の書き方に注意して新聞を読むこと。
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■評価の観点

読む能力

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ 一 １ ２・４と解答しているもの（順不同） ◎

２ ２と解答しているが，４と解答していないもの

３ ４と解答しているが，２と解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ 「読書という」と解答しているもの ◎

２ 「ある作家の」と解答しているもの

３ 「子ども読書」や「世界本の日」，あるいは「セロ弾きの」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

設問一については，筆者の読書体験として，２のまとまりに子供の頃に読んだ宮沢賢治『セ

ロ弾きのゴーシュ』の感想，そして４のまとまりに同じく『セロ弾きのゴーシュ』の再読を

通した新しい発見が書かれていることを捉える必要がある。２のまとまりの中の「子供のこ

ろ」や，４のまとまりの中の「先日、（中略）再び読んだ」などの言葉に着目する必要があ

る。

１のまとまりは，「子ども読書の日」についての概説である。３のまとまりは，ある作家

の言葉を引用しながら筆者の考えを述べている。５のまとまりは，筆者の思いや考えを述べ

ており，筆者の読書体験は書かれていない。

設問二については，３のまとまりに「 」を使った引用箇所があることを捉える必要があ

る。ある作家による「読書というものは、その時その時によって読みの味わいがちがう」と

いう言葉に着目する必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が

26.5％ P.42～ P.49 P.56～ P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く

Ｈ26Ｂ１三
大野さん➋の発言に対し，手書きの立場か

28.4％ P.36～ P.42 P.48～ P.57
ら質問か意見を書く

（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～ P.12

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.９～ P.10
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３．学習指導に当たって

○ 記事の書き方に注意して読む

新聞のコラムは，客観的な事実を伝える報道記事とは異なる特徴をもつ。日常の出来事や

社会的な話題の中から，筆者が見聞きしたことや経験したことなどを題材として取り上げ，

自分なりの視点から感想や意見を述べた文章である。これは，随筆や論説文の形態の特徴と

重なるものである。

コラムの特徴を捉えるためには，例えば，実際の新聞の中からコラムを集めて多読し，ど

のような話題が取り上げられているのか，それに対して筆者がどのような考えをもっている

のかを比べ読みするような指導が考えられる。その際，様々な表現の工夫に着目することが

重要である。

表現の工夫として，例えば，次のようなものがある。

・書き出し（書籍，映画，テレビなどの多彩な話題を取り上げ，本題につなげる）

・引用（書物の一節，格言やことわざ，他者の言葉を用いて，自分の考えを補説する）

・事実（現実の事象や出来事，科学的事実，社会的・歴史的事実，自身の直接体験や間接

体験などを具体的に取り上げる）

・意見（推論，断定などに書き分ける）

・その他（ユーモア，読者への問いかけなど）
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国語Ａ６ 登場人物の相互関係を捉える

１．出題の趣旨

登場人物の相互関係を捉えることができるかどうかをみる。

本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「物語に登場する人物についての描写や

心情，人物相互の関係を捉えること」に課題があると指摘していること，また，平成26年度【小

学校】国語Ａ５（正答率65.5％）において，「物語の登場人物の相互関係を捉えること」に課

題が見られたことを踏まえて出題した。

物語を読む際，登場人物の相互関係から人物像やその役割を押さえたり，行動や会話，情景

などの描写から心情を捉えたりすることは重要である。

本問では，阿部夏丸が書いた『オオサンショウウオの夏』の一部を読み，三人の登場人物の

相互関係を人物関係図を用いて捉える場面を設定した。ここでは，【物語の一部】が主人公の

ぼくの視点で描かれた一人称視点であることを理解した上で，特に会話描写に着目して，前後

の文脈から登場人物の相互関係を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について

自分の考えをまとめること。

■評価の観点

読む能力

（
阿
部
夏
丸
『
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
夏
』
に
よ
る
。）
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ ア １ アに２，イに１，ウに５と解答しているもの ◎

イ ２ アに２，イに１と解答しているが，ウに５と解答していないもの

ウ ３ アに２，ウに５と解答しているが，イに１と解答していないもの

４ イに１，ウに５と解答しているが，アに２と解答していないもの

５ アに２と解答しているが，イに１，ウに５と解答していないもの

６ イに１と解答しているが，アに２，ウに５と解答していないもの

７ ウに５と解答しているが，アに２，イに１と解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

アは，おじいちゃんとお父さんの二人の関係である。「お父さんとおじいちゃんのふ

たりがいっしょにつりをしたいからなんだ」という叙述などから，選択肢２「いっしょ

に魚つりをしたい。」という二人の心情を捉える必要がある。

イは，お父さんのぼくに対する心情である。「いっしょにつりをやってみないか？」「名

人がふたりで教えてやろうってんだ」などの叙述を踏まえると，お父さんの心情は，選

択肢１「魚つりについて教えてやりたい。」である。

ウは，ぼくのお父さんに対する心情である。「魚つりに興味などなかった」「えんりょ

しとくよ」などの叙述を踏まえると，ぼくの心情は，選択肢５「魚つりには興味がない

のでえんりょしたい。」である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ22Ａ３ 物語の登場人物の関係をとらえて書く 65.3％ P.16～ P.17 P.102～ P.104

Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～ P.26 P.35～ P.37

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～ P.９，P.74～ P.75，P.104

「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.１

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
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３．学習指導に当たって

○ 登場人物の相互関係を構造的に捉える

物語を読む際は，登場人物の相互関係を構造的に捉えることが重要である。そのためには，

物語の中の様々な描写から，一人一人の登場人物の行動や性格，場面の展開に即して変化す

る心情を捉えることができるように指導することが大切である。また，登場人物の相互関係

からそれぞれの人物像や役割を押さえることによって，内面にある深い心情も合わせて想像

するなど，全体を構造的に捉えることができるように指導することも大切である。

具体的には，物語の登場人物を人物関係図に表すことが考えられる。まず，物語の中の中

心となる人物を押さえる。次に，叙述を基に登場人物同士の関係を捉え，関係図に表してい

く。その際，登場人物を矢印などでつなぎ，行動や会話といった描写などを手掛かりにして，

一人一人の登場人物の行動や性格，心情の変化，相手への思いや考えなどを書き込んでいく

方法などが考えられる。各自が作成した関係図は，それぞれの捉え方や根拠とした叙述が妥

当であるかどうかなどをグループや全体で検討し合うようにすることが考えられる。

４．出典等

・著者 阿部夏丸 画家 かみやしん『きらきらジュニアライブシリーズ オオサンショウウオ

の夏』（2000年11月 株式会社佼成出版社）による。
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国語Ａ７ 作品募集の案内を読む

１．出題の趣旨

作品募集の案内の中から，必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

日常生活において，募集案内やちらし，広告，ポスターといった広く一般に情報を伝達する

機能をもつ文章や資料から，必要な情報を読み取ることは重要である。

本問では，作品募集の案内の中から，応募のきまりを守っていないものを選択する場面を設

定した。ここでは，作品を応募する際に求められるきまりや注意すべき点を正確に読み取るこ

とが求められる。

なお，様々なメディアの中から作品募集の案内を取り上げたのは，今回が初めてである。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

( 1 ) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｵ) 表現したり理解したりするために必要な語句を増し，また，語句には性質

や役割の上で類別があることを理解すること。
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■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用するこ

と。

■評価の観点

読む能力

言語についての知識・理解・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【作品募集の案内の一部】の「作品」についての規定や注意点の中に，「未発表作品で，

出品は一人１点に限ります」と説明されている内容を捉える必要がある。選択肢４の「二枚

かいて両方送る」という内容は，「◆応募のきまり」を守っていない。

選択肢１は，「作品」の中の「絵の具，クレヨンなどを自由に使ってかいてください」と

いう内容に合っている。

選択肢２は，「夏祭りや自然体験など，あなたの心に残る夏の風景」という絵画のテーマ

について説明されている内容に合っている。

選択肢３は，「しめ切り」について説明されている，「2015年（平成27年）９月18日（金）

必着」という内容に合っている。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ19Ｂ４一
広告の情報を読み取って，正しい内容を選

63.0％ P.48～ P.50 P.124～ P.126
択する

Ｈ20Ｂ３一
「図書館だより」から，６年生が読書相談

39.4％ P.44～ P.48 P.169～ P.173
をすることができる曜日と時間帯を書く

Ｈ22Ｂ４
三つの時計の中から，条件に合ったものを

65.7％ P.48～ P.50 P.136～ P.139
選び，それを選んだ理由を書く

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～ P.11，P.78～ P.79，P.82～ P.86，P.106

「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.５
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３．学習指導に当たって

(1) 書かれている情報を的確に捉える

様々なメディアから情報を得て，それらを利用していくためには，書かれている情報を的

確に捉える必要がある。そのためには，目的に応じた効果的な読み方を身に付けることがで

きるように指導することが大切である。効果的な読み方には，比べ読みのほか，速読，本や

文章全体を概観しながら拾い読みする摘読などがある。これらの読み方を目的に応じて選択

することが重要である。

募集案内やポスターなどの文章や資料から情報を的確に捉えるためには，全体の構成や見

出しなどに着目し，文章や資料全体の書き方の特徴を捉えた上で，必要な情報を読み取るよ

うに指導する必要がある。

具体的には，例えば，構成の異なる複数の募集案内やポスターなどを提示し，全体の構成

や見出し，項目の順序性などに着目して比べ読みする。その際，読み手の立場からそれぞれ

の工夫をはじめ，十分な理解が得られない点なども見付け出すように指導することが考えら

れる。

これらの学習を通して，書かれている情報を的確に捉えることだけではなく，相手に情報

を的確に伝えることにもつなげることができるものと考えられる。

(2) 語句の意味を的確に捉える

募集案内やポスターなどでは，応募に必要な条件を示す語句が使われることがあり，それ

らの語句の意味を的確に捉えていくことが必要である。条件を示す語句としては，例えば，

期日を示す「～までに」や「必着」，範囲を示す「以上」や「未満」などがある。これらの

語句は，辞書を用いて意味を確かめたり，具体的な場面と結び付けて文や文章の中で使った

りしながら習得できるように指導することが大切である。その際，「～してください」「～に

限ります」「～できません」などの文末表現についても正確に理解できるように指導するこ

とが大切である。
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国語Ｂ１ 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉
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１．出題の趣旨

目的や意図に応じ，新聞の割り付けをしたり，見出しや記事を書いたりすることができ

るかどうかをみる。

目的や意図に応じ，文章全体の構成を工夫したり，必要な内容を整理して書いたりすること

は，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常生活においても重要である。その中でも，

新聞は，限られた紙面の中で，目的や意図に応じ，全体の構成や見出し，記事を工夫して書く

ことが求められる。新聞を書くことは，必要な内容を整理し，相手に分かりやすく表現する力

を高める活動として有効な手段の一つである。

本問では，新聞委員会の児童が，地域の方々に月ごとの学校の様子を伝えるために，地域の

方々との交流会の様子をまとめた学校新聞を書く場面を設定した。ここでは，目的や意図に応

じ，割り付けをすること，読み手の関心を引く見出しを付けること，インタビューの様子を踏

まえた記事を書くことが求められる。

設問三については，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「調べて分かった事実に対す

る自分の考えを，理由や根拠を明確にして書くこと」に課題があると指摘していること，また，

平成25年度【小学校】国語Ｂ２二（正答率26.5％），三（正答率17.9％）において，「目的や

意図に応じ，必要な内容を適切に引用したり複数の内容を関係付けたりしながら，自分の考え

を書くこと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと

イ 疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いたり，学級新聞などに表したりする

こと。

２．解説

設問一

趣旨

目的や意図に応じ，新聞の割り付けをすることができるかどうかをみる。

本設問では，新聞に割り付けられた内容を区別する場面を設定した。ここでは，新聞の各部

分に割り付けられた文章の種類や形態の違いを捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【ふれあい新聞（六月号）】に割り付けられた内容が，全体として「出来事の報告」「調

査の報告」「紹介と案内」の三つで構成されていることを捉える必要がある。

新聞の中の大見出し「交流で広がる 心の輪」の記事では，５月に行われた交流会の様子

を，事実に加えて参加者にインタビューした内容も交えて書いている。これは，「出来事の

報告」に当たる。

「子どもの遊び 昔は？」の記事では，参加者を対象にして，子供の頃好きだった遊びを

聞き取り，その結果をまとめて書いている。これは，「調査の報告」に当たる。

「地いきの方々とふれあう 行事や活動の予定」の記事の内容は，「紹介と案内」に当たる。

設問二

趣旨

目的や意図に応じ，記事に見出しを付けることができるかどうかをみる。

本設問では，新聞のトップ記事の内容について，読み手の関心を引き付けるような見出しを

付ける場面を設定した。ここでは，記事の内容に関わる見出しの候補の中から，「交流で広が

る 心の輪」を選んだ理由について，書き手が狙おうとする効果と表現の仕方を合わせて捉え

ることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【実際の大見出し】である①「交流で広がる 心の輪」は，この交流により自分たちと地

域の方々との心の輪が広がったという考えを伝えるために，強調したい言葉の順番を換えて

いることを捉える必要がある。これを説明したものは選択肢１である。

②「お手玉 あやとり コツつかむ」の見出しについての説明は，選択肢３である。

③「昔遊びをしてみませんか」の見出しについての説明は，選択肢２である。

選択肢２，３も見出しの付け方として成立しているが，【実際の大見出し】の「交流で広

がる 心の輪」という見出しの説明にはあてはまらない。

設問三

趣旨

目的や意図に応じ，取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみ

る。

本設問では，地域の方々との交流会の様子がより読み手に伝わるように，記事の中に参加者

の声を取り上げて書く場面を設定した。ここでは，中田さんの「あやとりのコーナーに参加し

てよかったわ。」という感想の理由を，【中田とよさんへのインタビューの様子】の中の〈話

した内容〉から取り出した上で，〈表情や声の調子〉と関係付けながら書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を合わせて書いている。

a 「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

b 目を細めながら明るい声

＊ 「目を細めている」，「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，40字以上，70字以内で書いている。

（正答例）

・ （「また、参加された中田とよさんは、」以下，この書き出しの言葉は省

略する。）「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、

目を細めながら明るい声で話してくださいました。（69字）

・ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、目を

細めながら話してくださいました。（64字）

・ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、明るい声で話してくだ

さいました。（54字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bの両方を満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話してくださいました。

明るい声でした。（57字）

→上記の例は，一文で書いていない。

４ 条件① a または b のいずれか一方を満たしているもの

＊条件②，③を満たしているかどうかは不問とする。

（例１）

○ 「みなさんも準備が大変だったことでしょうね」と、目を細めながら話

してくださいました。（58字）

→上記の例は，「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでく

れた」という内容を取り上げていない。

（例２）

○ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話し

てくださいました。（57字）

→上記の例は，「目を細めている」，「明るい声」のどちらの内容も取り上

げていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

-41-



■正答について

中田さんへのインタビューを基に，中田さんの「あやとりのコーナーに参加してよかった

わ。」という感想の理由が分かる言葉を捉える必要がある。その言葉は，〈話した内容〉の

部直後の「それはね、一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれ

たからなの」である。

この言葉に合わせる〈表情や声の調子〉の中の内容については，「目を細めている」と「明

るい声」の二つを書くことが望ましいが，いずれか一方のみを取り上げた場合でも正答の条

件① b を満たしていることとする。

〈話した内容〉と〈表情や声の調子〉を合わせて一文にまとめ，書き出しの言葉に続けて，

指定された字数の範囲で書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ21Ｂ１二
報告文のまとめとして，調べて分かったこ

17.8％ P.34～ P.37 P.194～ P.198
とを書く

Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が

26.5％ P.42～ P.49 P.56～ P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く

Ｈ25Ｂ２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考え

17.9％ P.42～ P.49 P.56～ P.64
を具体的に書く

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.６～ P.７，P.64～ P.65，P.100

「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.２

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～ P.12

３．学習指導に当たって

(1) 新聞の特徴を理解し，目的や意図に応じて紙面全体を構成する （対応設問：設問一）

新聞を書くためには，新聞の特徴に基づいて割り付けをしたり，見出しを付けたり，記事

を書いたりすることが重要である。そのためには，新聞を書く目的や意図を明確にもつこと

ができるような指導をすることが大切である。

具体的には，まず，新聞には複数の種類の記事が掲載されていること，一番知らせたい記

事が最初に大きく取り上げられていること，記事一つ一つに見出しが付けられていること，

記事の中には逆三角形と呼ばれる構成になっているものがあることなどの特徴を理解する必

要がある。その上で，誰が何のために発行するのか，どのような情報を伝えたいのか，読み

手はどのような情報を望んでいるのかなど，新聞を書く目的や意図を明確にし，紙面全体の

構成を考えることが重要である。その際，編集会議を効果的に取り入れ，読み手の関心を引き

付けるような割り付けや見出しになっているか，目的や意図に応じた分かりやすい記事になって

いるか，読み手の理解を補助するための写真や図，表などが効果的に取り入れられているかなど

の観点を設けて話し合うような指導をすることも大切である。
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(2) 目的や意図に応じ，記事に見出しを付ける （対応設問：設問二）

見出しは，事実だけを伝える場合のみならず，感想や意見を添えて端的に伝える場合があ

る。見出しを付けるためには，伝えたいことの中心を明確にした上で，様々な表現の仕方とそ

の効果について検討する必要がある。

具体的には，同じ題材を取り扱った様々な記事を集め，それぞれの見出しを比べるなどし

て，それらの効果について話し合うような指導が考えられる。さらに，書き手の意図を推論

しながら，自分なりに考えた見出しを発表し合い，互いの感想や意見を交流するような指導

も考えられる。

(3) 目的や意図に応じて取材した事柄を記事として書く （対応設問：設問三）

取材した事柄を記事として書く際，事実と感想，意見などとを区別する必要がある。また，

目的や意図に応じ，伝えたい内容を詳しく書いたり，それ以外の内容を簡単にまとめて書い

たりすることも大切である。

具体的には，読み手に伝えたいことの中心を明確にし，自分で調べた内容や，関係者に取

材した事柄の中から取捨選択するような指導が考えられる。聞いた内容や分かったこと（事

実）だけではなく，取材した相手から受ける印象や自分が感じたこと，考えたこと（感想や

意見）などもメモを取っておくことが有効である。メモを用いて記事を書く際は，取材した

内容を引用して書くことや，それらを適切な分量にまとめて書くことができるようにするこ

とが大切である。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.51～ P.52
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国語Ｂ２ 目的に応じ，文章と図とを関係付けて読む〈だれが選ぶ どれを選ぶ〉
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１．出題の趣旨

目的に応じ，文章と図とを関係付けて読むことができるかどうかをみる。

本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出

し，それらを関係付けて読むこと」に課題があると指摘していることを踏まえて出題した。

目的に応じ，文章と図とを関係付けながら読み，中心となる語や文を基にして文章の要旨を

捉えたり，自分の考えをまとめたりすることは重要である。

本問では，物事を決めるという日常生活における課題を解決するために，文章を利用する場

面を設定した。ここでは，文章と図とを関係付け，課題に対する自分の考えを整理しながら読

むことが求められる。このような読む力は，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常

生活においても重要である。

なお，文章と図とを関係付けて読むことを取り上げたのは，今回が初めてである。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。
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２．解説

設問一

趣旨

目的に応じ，中心となる語や文を捉えることができるかどうかをみる。

本設問では，目的に応じて文章の内容を正しく理解するために，中心となる語や文を捉える

場面を設定した。ここでは，【文章】の中から難しい言葉とその意味について書かれている内

容を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を

考え，文章を読むこと。

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ 「選ばれるものや人のこと」と解答しているもの ◎

ア ９ 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「折り合い」と解答しているもの ◎

イ ９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

森山さんが取り上げた難しい言葉とその定義が書かれている文を捉える必要がある。【文

章】の中の「……のことを、…といいます。」という文に着目した上で，アに「選ばれるも

のや人のこと」，イに「折り合い」という内容を正確に書き抜く必要がある。

（参考）

○関連する問題

・平成19年度【小学校】国語Ｂ２一（61.0％）

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～ P.11，P.76～ P.77

「平成19年度【小学校】解説資料」P.40～ P.45

「平成19年度【小学校】報告書」P.117～ P.121
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設問二

趣旨

目的に応じ，文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えることができるかどうかをみ

る。

本設問では，【文章】の要旨を捉える場面を設定した。ここでは，【文章】の全体の内容や

構成を的確に押さえながら，取り上げている内容の中心や，書き手の考えの中心となる事柄を

要旨としてまとめて書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な

どの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

読む能力

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【文章】の中の以下の内容を使って書いている。

a それぞれの人が自分で判断する

b （希望が重なったり、意見や判断のちがいが生じたりした場合には、）

たがいのことを考えながら折り合いをつけていく

② 書き出しの言葉に続けて，60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ （「物事を決めるときに大切なことは、」以下，この書き出しは省略する。）

まずは自分で判断することです。そして、希望が重なったり、意見や判断

のちがいが生じたりした場合には、たがいのことを考えながら折り合いを

つけていくことです。（93字）

１ 条件① a，b の両方と，条件②を満たしているもの ◎

２ 条件① a，②は満たしているが，条件① b は満たしていないもの ○

（例）

○ 「選たく者」であるそれぞれの人が、選ばれるものや人といった「選たく

し」の中から、自分で希望して選んだり、判断して決めたりすることです。

（84字）

→上記の例は，「たがいのことを考えながら折り合いをつけていく」とい

う内容を取り上げていないが，「それぞれの人が自分で判断する」とい

う内容は取り上げている。

３ 条件① b，②は満たしているが，条件① a は満たしていないもの ○

（例）

○ それぞれの人の希望が重なったり、意見や判断のちがいが生じたりした

場合には、たがいのことを考えながら折り合いをつけていくことです。

（81字）

→上記の例は，「それぞれの人が自分で判断する」という内容を取り上げ

ていないが，「たがいのことを考えながら折り合いをつけていく」とい

う内容は取り上げている。

４ 条件① a，b の両方を満たしているが，条件②は満たしていないもの

５ 条件① a は満たしているが，条件① b，②は満たしていないもの

（例）

○ それぞれの人が自分で判断することです。（36字）

→上記の例は，「たがいのことを考えながら折り合いをつけていく」とい

う内容を取り上げておらず，文字数が60字を超えていない。

６ 条件① b は満たしているが，条件① a，②は満たしていないもの

（例）

○ 希望が重なったり、意見や判断のちがいが生じたりしたときに折り合い

をつけることです。（58字）

→上記の例は，「それぞれの人が自分で判断する」という内容を取り上げ

ておらず，文字数が60字を超えていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

本問の【文章】は，序論に「物事を決めるということは、どういうことなのでしょう」と

いう問題提起をし，本論で物事を決める際における「選択者」と「選択肢」との関係を三つ

の場合に分けて述べている。そして，最後に結論をまとめるという構成になっている。これ

らの全体の構成を捉える必要がある。

物事を決めるときに大切なこととして，結論の部分に書かれている「それぞれの人が自分

で判断する」と「たがいのことを考えながら折り合いをつけていく」という内容を取り上げ

て，指定された字数の範囲で書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

・平成19年度【小学校】国語Ｂ２一（61.0％）

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～ P.11，P.76～ P.77

「平成19年度【小学校】解説資料」P.40～ P.45

「平成19年度【小学校】報告書」P.117～ P.121

設問三

趣旨

文章と図とを関係付けて,自分の考えを書くことができるかどうかをみる。

本設問では，図に示された内容を読み取った上で，それと関連する【文章】の内容を的確に

押さえながら，自分の考えを書く場面を設定した。ここでは，楽器の分担を決める過程を説明

するために，【楽器の分担図】について読み取った内容と，【文章】の中で必要となる内容を

合わせて書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な

どの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

読む能力

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 「リコーダー①」「小だいこ」「木きん」という三つの言葉を使っている。

② 【文章】の中で説明している，決めるときに大切なこととして，「折り合

いをつけて決めていく」，または「ゆずり合って解決する」という内容を取

り上げている。

③ 書き出しの言葉に続けて，80字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ （「しかし、ＣさんとＤさんとＥさんは、」以下，この書き出しは省略す

る。）一人しか希望どおりにいきません。木きんから外れた二人は、リコー

ダー①か、小だいこをたん当します。三人がなっ得するように折り合いを

つけて決めていく必要があります。（98字）

・ 木きんに希望が重なっています。ですから、ゆずり合って解決していく

ことが大切です。一人はリコーダー①に、もう一人は小だいこのたん当に

移ってもらうことになります。（97字）

１ 条件①，②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 三人とも木きんを選び、希望が重なっています。だから、一人はリコー

ダー①を、もう一人は小だいこをたん当するように決めていくことになり

ます。（86字）

→上記の例は，「折り合いをつけて決めていく」，または「ゆずり合って解

決する」という内容を取り上げて書いていない。

４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 三人とも希望が重なっています。森永さんのグループでは、それぞれの

希望をもとに、楽器一つに対するたん当者は一人です。ですから、折り合

いをつけて決めていく必要があります。（101字）

→上記の例は，「リコーダー①」「小だいこ」「木きん」という三つの言葉

を使って書いていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

【楽器の分担図】では，ＣさんとＤさんとＥさんの希望が木琴に重なっている。これを調

整するときの考え方を，【文章】の の中から取り出す必要がある。

の内容は，４文で構成されている。１文目は〈図２〉についての説明をし，２文

目では〈図２〉に該当する日常の場面を示している。３文目には，このような場面における

大切なことを書いている。この３文目が，中心となる文である。４文目は，３文目に含まれ

る中心となる言葉についてその意味を補説している。これらを踏まえ，３文目の中の「折り

合いをつけて決めていく」，または４文目の中にある「ゆずり合って解決する」という内容

を取り上げ，さらには，「リコーダー①」，「小だいこ」，「木きん」という三つの言葉を使い，

指定された字数の範囲で書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

・平成19年度【小学校】国語Ｂ２一（61.0％）

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～ P.11，P.76～ P.77

「平成19年度【小学校】解説資料」P.40～ P.45

「平成19年度【小学校】報告書」P.117～ P.121

３．学習指導に当たって

(1) 目的に応じ，中心となる語や文を捉える （対応設問：設問一）

説明された内容を的確に理解するためには，文章の内容や筆者の考えの中心となる語や文

を捉えることが重要である。

説明的な文章においては，中心となる語が繰り返し使われることがある。それが難解であ

る場合，その意味を定義付けていることが多い。中心となる語に着目した上で，その語を含

む文全体の意味を的確に理解する必要がある。その文の内容が事実であるのか，感想や意見

であるのかなどを，区別して捉えることができるように指導する必要がある。その際，指示

語や接続語，文末表現に注意することが大切である。

(2) 目的に応じ，要旨を捉える （対応設問：設問二）

要旨は，書き手が文章で取り上げている内容の中心となる事柄や，書き手の考えの中心と

なる事柄などである。要旨を捉えるには，目的に応じて，何のために，どのようなことが必

要かなどを明確にした上で，文章の重要な点を表現に即して的確に押さえることが重要であ

る。重要な点としては，例えば，文章に書かれている話題，理由や根拠となっている内容，

構成の仕方や巧みな叙述などに着目できるように指導することが大切である。要旨をまとめ

る際，重要な点を全て列挙するのではなく，求められる分量や表現の仕方などに合わせて書

くことができるように指導することが大切である。
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(3) 文章と図やグラフなどとを関係付けて，自分の考えをまとめる （対応設問：設問三）

説明的な文章では，書き手が伝えたい内容を読み手に分かりやすく伝えるために，図やグ

ラフなどを用いる場合がある。文章と図やグラフなどとを関係付けて自分の考えをまとめる

ことは重要である。

そのためには，図やグラフなどが添えられた文章を提示し，それらを関係付けて読んだり，

自分の考えを書いたりする指導を意図的に行うことが必要である。その際，図やグラフの内

容が文章のどこに取り上げられているのか，どの程度詳しく，あるいは簡潔に説明されてい

るのか，図やグラフなどがあることによって文章がどのように分かりやすくなっているのか

など，文章と図やグラフなどとの関係やその効果を捉えることができるように指導すること

が大切である。

また，図やグラフなどを用いる方法やその効果を理解した上で，説明的な文章を書く際に，

図やグラフなどを効果的に用いることができるように指導することが考えられる。その際，

他の資料などから必要な内容を引用するときの注意点について，具体的に指導することが大

切である。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.195～ P.196，P.205～ P.206

４．出典等

・監修 佐伯胖 編集・構成 株式会社造事務所『どんな方法があるの？ 決め方の大研究

ジャンケンから選挙まで』（2012年10月 株式会社ＰＨＰ研究所）

・著者 佐伯胖『「きめ方」の論理 ――社会的決定理論への招待――』

（1980年４月 財団法人東京大学出版会）

などによる。
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国語Ｂ３ 相手や目的に応じて読み聞かせをする〈とんち話「びょうぶのとらのお話」〉
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１．出題の趣旨

場面の移り変わりに注意し，登場人物の行動や気持ちの変化について想像しながら

音読することができるかどうかをみる。

物語を音読する場合，場面の移り変わりに注意し，登場人物の行動や気持ちの変化について

想像しながら読み，それらを声の出し方に反映することが重要である。それぞれの場面の様子

について，登場人物の行動や気持ちの変化を中心に想像を広げるとともに，場面と場面とを関

係付けて読む必要がある。

本問では，とんち話の中から「びょうぶのとらのお話」を取り上げ，紙芝居にして音読する

場面を設定した。ここでは，登場人物の行動に着目して場面の移り変わりを捉えたり，登場人

物の気持ちが伝わるように音読したりすることが求められる。

なお，とんち話を取り上げたのは，今回が初めてである。

２．解説

設問一

趣旨

登場人物の行動を基にして，場面の移り変わりを捉えることができるかどうかをみる。

本設問では，とんち話の一部を二つの場面に分けるための話合いの場を設定した。ここでは，

登場人物の行動に着目して読むことが求められる。登場人物の行動が変化したことが分かる言

葉や文を見付けながら読むことが必要となる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などに

ついて，叙述を基に想像して読むこと。

■評価の観点

読む能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

５ ５ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

一休さんの行動に着目し，「一休さんととのさま、家来とがやりとりをしている場面」

と「とらを追い出そうと動き始めた場面」とを区別して捉える必要がある。３の場面で

は，一休さんが実際にとらを追い出すために，はちまきをしめ，たすきを掛けて身支度を

整え，とらを追い出そうと動き始めている様子を的確に押さえる必要がある。

設問二

趣旨

登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読することができるかどうかをみる。

本設問では，とんち話の面白さを伝えるために，登場人物の会話をどのように音読するとよ

いのかを話し合っている場面を設定した。ここでは，場面の移り変わりを捉え，登場人物の気

持ちの変化を想像しながら声に出して読むときの工夫とその理由を書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

ア 内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

読む能力

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 声に出して読むときに工夫することを書いている。

② とのさまの気持ちについて想像したことを理由として取り上げている。

③ 40字以上，80字以内で書いている。

（正答例）

・ わたしは、小さい声で読みます。とのさまは一休さんをこまらせようと

考えていたのに、逆に一休さんにやりこめられてしまい、落ちこんで元気

をなくしたと思うからです。（78字）

・ 大きな声で、あらい感じで読みます。その理由は、とのさまは一休さん

の言った言葉に対して腹が立ったと思うからです。（55字）

・ とのさまは、思ったとおりにいかなくて残念な気持ちだったと思います。

だから、声をだんだん低くして読みます。（52字）

・ とのさまは、無理なことをとんちで解決した一休さんをほめてあげたかっ

たと思います。だから、少し高い声で調子よく読みます。（59字）

・ わたしは、間を取りながらゆっくりとした速さで読みます。なぜなら、

とのさまが一休さんのとんちのすごさに感心した気持ちを表すことができ

るからです。（71字）

１ 条件①，②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ わたしは、声に出して読むときには、小さく低い声でゆっくりと読みま

す。（34字）

→上記の例は，とのさまの気持ちについて想像したことを理由として取り

上げていない。

４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ とのさまは、とんちで有名な一休さんをこまらせることができなくて、

くやしがっていると思います。（46字）

→上記の例は，声に出して読むときに工夫することを書いていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

とのさまの会話を声に出して読むときの工夫について，声の大きさや高さ，読む速さ，強

弱などの工夫を具体的に示して書くことが必要である。また，そのように読む理由として，

とのさまの気持ちについて想像したことを取り上げて書く必要がある。

このとんち話は，当初，一休さんを困らせようと思っていたとのさまが，一休さんのとん

ちに逆にやり込められてしまうという展開である。この展開を踏まえると，とのさまの気持

ちとしては，やり込められたことに対する憤りや悔しさ，または一休さんの見事なとんちに

対する感心などの気持ちが考えられる。そのような気持ちを表す声の出し方としては，怒っ

たような大きな声や強い口調で読んだり，ほめるようにやわらかい調子やゆっくりとした速

さで読んだりするなどの工夫が考えられる。

これらを踏まえた上で，指定された字数の範囲で書く必要がある。

３．学習指導に当たって

(1) 登場人物の行動や会話，情景を基にして場面の移り変わりを捉える

（対応設問：設問一）

場面の移り変わりを捉えるためには，登場人物の行動や会話，情景などを基にすることが

重要である。そのためには，各場面の様子を的確に捉えるとともに,場面と場面とを関係付

けて読む指導が必要である。具体的には，例えば，本問のように場面に即した挿絵を取り入

れて紙芝居を作成することにより，場面の移り変わりを捉えることができると考えられる。また，

これまでに読んできた教科書の文章を提示し，時間や場所の変化を表現する言葉や文，場面

についての描写などを取り上げ，書かれている内容を短い言葉であらすじとしてまとめるこ

とが考えられる。それらのあらすじを基に，場面の移り変わりの特徴を比べることにより，

物語全体の展開の面白さに気付くことにつながる。

(2) 場面の移り変わりや登場人物の行動や気持ちの変化を捉えて音読する

（対応設問：設問二）

物語を音読する際は，場面の移り変わりや登場人物の行動や気持ちの変化を捉えることが

重要である。一文一文や段落ごとの読みだけではなく，物語全体の内容や構成，展開などを

把握することにより，音読を工夫することができる。

その際，登場人物の行動や気持ち，それらの変化などについて聞き手に伝わるような声の

出し方の工夫を考えるように指導することが大切である。そのためには，例えば，話合いに

よって互いの考えを比較したり，関係付けたりしながら解釈を深めていくように指導するこ

とが大切である。声の出し方を工夫する観点を示し，その観点に基づいて，実際に音読する

活動を通して，子供たち自身が自分の声の出し方を振り返るようにすることは有効である。

具体的な観点としては，例えば，声の大きさや質，読む速さ，間の取り方などである。観点

に沿って教師が手本を示し，子供たちがその違いに気付くことができるように指導すること

も大切である。さらに，子供同士で読み合いや聞き合いをしながら，互いに助言をし合うよ

うな学習を取り入れることも有効である。

（参照）「言語活動事例集【小学校編】」P.27～ P.28
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４．出典等

・作者 寺村輝夫・ヒサクニヒコ『寺村輝夫のとんち話 一休さん』

（1976年７月 株式会社あかね書房）

・編集人 小方桂子『名作よんでよんで 日本の昔ばなし 20話 もっと』

（2013年10月 株式会社学研教育出版）

・編者 川内彩友美『決定版 まんが日本昔ばなし101』（1997年11月 株式会社講談社）

・編者 株式会社主婦と生活社『日本の人気昔ばなし』（1993年６月 株式会社主婦と生活社）

などによる。
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Ⅳ　
解
答
用
紙（
正
答（
例
））
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ま ね 浴

し ん ね ん 巣

し ょ う ち 病 院

イ ウ

イ ウ ア

３ １ ５

３
２ ４

読 書 と い う

２ １ ５

４

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

※ 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。
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３
１

「 一 年 生

の み ん な に 様 々 な 形 を 教 え て あ げ た ら 喜 ん で

く れ た 」 と 、 目 を 細 め な が ら 明 る い 声 で 話 し

て く だ さ い ま し た 。

選 ば れ る も の や 人 の こ と

折 り 合 い

ま ず は

自 分 で 判 断 す る こ と で す 。 そ し て 、 希 望 が 重

な っ た り 、 意 見 や 判 断 の ち が い が 生 じ た り し

た 場 合 に は 、 た が い の こ と を 考 え な が ら 折 り

合 い を つ け て い く こ と で す 。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例

例
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一 人

し か 希 望 ど お り に い き ま せ ん 。 木 き ん か ら 外

れ た 二 人 は 、 リ コ ー ダ ー ① か 、 小 だ い こ を た

ん 当 し ま す 。 三 人 が な っ 得 す る よ う に 折 り 合

い を つ け て 決 め て い く 必 要 が あ り ま す 。

３
わ た し は 、 小 さ い 声 で 読 み ま す 。 と の さ ま は

一 休 さ ん を こ ま ら せ よ う と 考 え て い た の に 、

逆 に 一 休 さ ん に や り こ め ら れ て し ま い 、 落 ち

こ ん で 元 気 を な く し た と 思 う か ら で す 。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例

例
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Ⅴ　
点
字
問
題（
抜
粋
）
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Ａ 主として「知識」に関する問題
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解答類型（点字問題部分）

Ａ 主として「知識」に関する問題

問題番号 解 答 類 型 正答

１ １. １ 「客を招くこと」という意味が含まれているもの ◎

(1) ９ 上記以外の解答

０ 無解答

１. １ 「かたく信じて動かない心」という意味が含まれているもの ◎

(2) ９ 上記以外の解答

０ 無解答

１. １ 「聞き入れること」「知ること」「わかること」という意味が含まれている
◎

(3) もの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

２. １ ウ. と解答しているもの ◎

(1) ９ 上記以外の解答

０ 無解答

２. １ エ. と解答しているもの ◎

(2) ９ 上記以外の解答

０ 無解答

２. １ ア. と解答しているもの ◎

(3) ９ 上記以外の解答

０ 無解答
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問題番号 解 答 類 型 正答

７ １ (４) と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

解答類型（点字問題部分）

Ａ 主として「知識」に関する問題
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Ｂ 主として「活用」に関する問題

ふ
ん

い

き
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問題番号 解 答 類 型 正答

１ ３. （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を合わせて書いている。

ａ 「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

ｂ 明るい声でやさしそう

＊ 「明るい声」,「やさしそう」のいずれか一方のみを取り上げている

ものも含む。

② 一文で書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，点字40マス以上，点字80マス以内で書いてい

る。

（正答例）

・ （「また、参加された中田とよさんは、」以下，この書き出しの言葉は省略

する。）「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、明るい声でやさしそ

うに話してくださいました。（68マス）

・ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、やさし

そうに話してくださいました。（72マス）

・ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、明るい声で話してくださ

いました。（62マス）

１ 条件①ａ，ｂの両方と，条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①ａ，ｂの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていな

いもの

３ 条件①ａ，ｂの両方を満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話してくださいました。

明るい声でした。（66マス）

→上記の例は，一文で書いていない。

４ 条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの

＊条件②，③を満たしているかどうかは不問とする。

（例１）

○ 「みなさんも準備が大変だったことでしょうね」と、うれしそうに話し

てくださいました。（57マス）

→上記の例は，「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでく

れた」という内容を取り上げていない。

（例２）

○ 「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話し

てくださいました。（65マス）

→上記の例は，「明るい声」，「やさしそう」のどちらの内容も取り上げて

いない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

解答類型（点字問題部分）

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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Ⅵ　
拡
大
文
字
問
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抜
粋
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拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成しているが，弱視児童の見え方や  

それに伴う負担等を考慮して，Ｂ４判にするとともに，次のような配慮を行っている。 

(1) 文字の大きさを２２ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。 

(2) 十分な字間及び行間等に設定する。 

(3) 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

 

 

【通常問題（抜粋）】 Ａ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ５では，下のような配慮を行い，次のページのようにした。 

① 【コラム】の段組を解除するとともに，文章全体を見開きで提示している。 

② 【コラム】内の文章の行間について，設問と同様に，広めに確保している。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 Ａ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-75-



【通常問題（抜粋）】 Ｂ１一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ１一は，下のような配慮を行い，次のページのようにした。 

① 見開きページで【ふれあい新聞（六月号）】の内容を提示できるよう，横置きにすると

ともに，新聞のレイアウトを変更し，文字の大きさや行間等を拡大している。 

② 設問一について，新聞の【わり付け】に関する設問であることを踏まえ，当該設問も   

横置きとしている。 

③ 選択肢の内容のまとまりをわかりやすくするため，それぞれの選択肢を枠囲みにして 

いる。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 Ｂ１一 
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